小 杉 氏の 画 は 洋画 も 南画 も、 同じように 物柔 かで あ 

る。 が、 決して 軽快で はない。 何時も 妙に 寂しそう な、 

まつ 

薄ら寒い 影が 纏わって いる。 僕 は 其処に 僕 等 同様、 近 

代の 風に 神経 を 吹かれた 小 杉 氏の 姿 を 見る ような 気が 

する。 気取った 形容 を 用いれば、 梅花 書 屋の窓 を靦ぃ 

て 見ても、 氏の 唐人 は 気楽そう に、 林 処士の 詩 なぞ は 

謡って いない。 しみじみと 独り 炉に 向って、 l^vons 

…… le feu s-allume とか 何とか 考えて いそうに 見え 

るので ある。 

序ながら 書き加え るが、 小 杉 氏 は 詩に も 堪能で ある。 

が、 何でも 五 言 絶句ば かりが、 総計 十 首 か 十五 首し か 
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